
国際海藻雑誌“BOTANICAMARINA"の刊行 お

状体の発見をはじめ，ヨツガサネ属 1種の生活環を実験室で完全に追及する

という紅藻では始めての研究や，その他の紅藻の生活史や細胞学の研究を続

々と発表したのだと思うと，一層敬慕の情を強くしたのであった。タ閤せま

る大学をあとに， 静かな落ちついた住宅街を通って大きな二階連の BAKER

家に客となり客間IC通された。すると目についたのは北海道の熊の木彫りを

はじめとする日本の装飾品である。わけを聞くと若い頃，いま北大文学部の

客員教授として札幌lζ居られるH.M. LANE氏と同じ学校で学んだ ζ とがあ

り，それ以来の親交を結ぶ間柄で，乙れらは同氏から贈られたものだという.

海苔の研究を通して日本と特lζ縁故の深くなった女史の家庭が LANE氏を通

して既に早くから日本と或るつながりがあったという乙とは奇縁であると云

えよう。客聞にあるグラ y ドピアノは女史の持いたものかと思って聞いたと

乙ろ，乙れは娘がひくのだとの ζ と。同家には年頃の令息令嬢お二人が居ら

れ，令嬢に会うととができた。家の主婦を俄かに喪った悲しみを諮る教授は

見るからに淋しそうで同情!と堪えなかった.海苔の Conchocelis-phaseの発

見は全くの偶然で，彼女自身も意外であったらしく，非常に喜んでいた，と

諾された。ここに掲げる写真と，紅藻の生活史に関する総述の別刷をいただ

いて辞去したのである。 (RevueAIgologiqueの昨年 10月号には，同じ英国

の NEWTON女史の奮いた追悼文と，著書論文のリストが載っており， 肖像

画の写真が巻頭を飾っている。)北海道大学水産学部)

国際海藻雑誌“BOTANICA

MARINA" の刊行

昨年の第3 四国際海~学会の席上. LEVRING. HOFFMANN. FELDMANN氏らによっ

て提案された国際海藻雑誌の刊行の件は，いよいよ次のような趣旨で実現の運びとなった

知らせがあったので紹介する。

雑誌の名称は，“BOTANICAMARlNA"とする。大きさは 17X 24.5 cm， 32頁およ

びアート紙印刷2莱とし，年4回発行，工業技術に関する別冊を出す乙とも考えられてい

る。

内容は，海部の生題学.植物学，化学，生理学，薬学，浮証書性議類，海2車工業，およ

び海藻を原料とする生盛物に関する原著とし，用語は，独，芙，仏，のいずれかとし，独

文のときは英仏2カ国の摘要を附レ，他の場合も同様とする。原著のほかに，編集記事，
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34 E覇 。類第7巻第1号昭和 34年4月

関係文献や重要箸舎の評論ものせる。

り。

第 l号は， 1959年 4月-6月のl開問中に発行の予定で，価格は 7マル7 (送料別)九

投稿，および内容についての質疑は，刊行委員長または編集局宛に送るとと。

刊行委員会は 16名で構成し，日本からの委員には山田幸男教疫が指名されている。

刊行委員長にはスエ{デンからの委員である LEVRING氏が当る。その宛名は次のiili

Prof. Dr. TORE LEVRING 

University of Gothenburg Marine Botanical Institutions 

Botaniska Tradgarden Gothenburg C， Sweden 

編集局の宛名は次の通り。

Studiengesellschaft zur Erforschung von Meeresalgen e. V. 

Hamburg 36， Esplanade 1 c， P. O. B. 393 W飽 tGermany 

印刷と発売は次の書后が引き受ける。

Cram de Grayter & C.， Hamburg 1， Messberghof West Germany 

薪箸紹介

近江彦栄若

田本及び近海産オゴノリ属及び

オゴモドキ属の種類

{時田豚)

The species of Gγacilaria and Gγacua'riop8"I8 from 
Japan and adjacent waters (Mem. Fac. Fisheries， Hokkaido 

Univ. Vol. 6， No. 1， pp. 1-65， pls. 1-10. 1958) 

従来寒天朕務父は混頑として利閉され，産業的価値の高いオゴノリ及びオゴモドキ属

の 18租1品種について，それらの留の性質がlJI.jかにされ， 叉過去における利用情況等が

誌されている。

己の論文において著しい乙とはホソオゴモドキ， トキダフシクレノリがそれぞれ日本

及び琉王まから始めて報告された乙とであり，オゴノり腐の一員とされていたツル ユノラモが

オゴモドキ腐に移された事等である。更に ζの基t量的な研究は大いに産業面においてもそ

の価値を発衛するものと思われる。

次に著者の検索表を掲げるが G.は Gracuar句オゴノリ属を，G.-OP8"I8 は Graci-

Iar必psisオゴモドキ腐を， ( )内はシノニムを示す。

勢 Eの価格は 1冊の値段と恩われる。邦貨 600円余It:当る。
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